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研究成果の概要： 
当該時期（１９５０年代）における基礎的なデータ収集を行い、また先行研究の精査を実
施した結果、戦後におけるカストリ雑誌の出版史上の文化的位置づけについての考察がほ
とんどなされていないことが判明した。そのため、当該時期に出版された他の書籍類・雑
誌類の調査・分析も実施した。上記２つの調査・分析により、不明な点が多いカストリ雑
誌の出版・流通に関し、その中心にいた編集者・発行人は、貸本や児童向け雑誌など、同
一時期における他の出版物も広範に手掛けていたことが明らかになり、１９５０年代にお
ける出版文化の一側面を解明することができた。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 1,400,000 0 1,400,000 

2008年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2,900,000 450,000 3,350,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・日本史 
キーワード：デジタル・アーカイブ、コンテンツ 
 
１．研究開始当初の背景 
第二次世界大戦直後における日本の出版
文化は、危機的状況にあった。印刷業界は、
終戦直後から始まった物資不足の余波をか
ぶり、紙・インクなどの原材料および製本・
印刷機器などの機材の払底状況に悩まされ、
また、戦中に軍部を中心とした政権下での思
想統制を含む国家的規制を受け、言論の自由
を放棄せざるをえなかった出版社も、戦後数
年間のＧＨＱによる政策によって、自由な活
動を阻害されていた。 

そのような状況下にあっても、印刷業界は、
少ない物資を有効に活用しながら印刷技術
の改良を実践し、絶えることなく操業を行っ
た結果、続く高度成長期に至って一大産業を
形成し、現在にいたって日本の文化を支える
基盤となっている。また、出版社についても、
相次ぐ 1940 年代の出版規制にさらされなが
らも、その命脈を保ちつづけることで、世界
に冠する日本独自の出版文化を築き上げる
一翼を担っていった。このような終戦直後
（1940 年代～50 年代初頭）における印刷産
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業および出版社の存続にかけた尽力は、日本
独自のコンテンツとして海外でも認識され、
成長を続けているコンテンツ文化黎明期の
根幹を支えることとなった。 
研究代表者はこれまでに、1950 年代のコ
ミック（主に雑誌附録）の整理・分析とデジ
タル化および活用に関する研究を実施した
が（平成 17年度～18年度 科学研究費助成
金 若手研究Ｂ 課題名「コミックのデジタ
ル・アーカイブを地域文化資料として活用す
るための実践的研究」）、当時の資料を構成す
る仙花紙を中心とした粗悪な紙質の取り扱
いの難しさや、現在は消滅した出版社や編集
者に関するデータの不足などに頭を痛めて
おり、これらの問題点を解消するためにも、
同年代におけるコミック以外の大衆向け出
版物の状況を研究する必要があることを痛
感するようになった。 

1940～50 年代にかけて、コミックを含む
児童向けの雑誌と並んで、最も大衆寄りの位
置づけで発行されていた出版物が、いわゆる
カストリ雑誌とよばれるものであった。カス
トリ雑誌は、（大衆文化を特長づける側面で
はあるが）内容の猥雑さ（例えば、性風俗、
犯罪記事、ゴシップなど）が阻害要因となっ
て、学問研究の素材として取り上げられるこ
とはほとんどなく、石子順造ら一部の先鋭的
な文芸評論家にとりあげられ、また好事家の
手によって細々とではあるが収集と分析が
行われているという状況であった。また、カ
ストリ雑誌は、国会図書館の納本制度（国内
で刊行された出版物を国立国会図書館に納
入させる制度として、国立国会図書館法[昭和
２３年法律第５号]の制定により創設された）
成立以前の出版物を含み、さらには制度に拘
束されずに独自の出版を続けたものさえ含
まれていることから、その研究の進展がほと
んどみられなかった。 
しかしながら、近年にいたって、復興期の
日本の生活・文化状況が生活者の視点から描
かれたカストリ雑誌の重要性が認識される
ようになり、また平成１２～１６年度に科学
研究費補助金を活用して実施されたカスト
リ雑誌などの調査および「占領期雑誌記事情
報データベース」の構築（代表：山本武利・
早稲田大学政治経済学部教授）によって、Ｇ
ＨＱ占領下における実態については、おおま
かながら全体像が提示された。また、ウェブ
上でのキーワード検索なども可能となった
ことで、カストリ雑誌研究の前進に大きく寄
与することになった。 
ところが、上記データベースに取り上げら
れたカストリ雑誌は、ＧＨＱが日本を統治し
ていた期間に接収した資料を基盤としてい
るため、①巻・号数における欠本や、そもそ
も存在自体が欠落しているカストリ雑誌が
多数存在する、②カストリ雑誌はＧＨＱの統

治が終了した 1953年以降、少なくとも 1956
年前後までその形態を変質させながらも出
版が続行されていったことが知られている
にもかかわらずＧＨＱ撤退後の資料が欠落
している、という点が指摘できる。つまり、
カストリ雑誌という文化の全体像を概観す
ることは、今日に至ってさえ困難であるとい
えるのである。加えて、国内で集中的にカス
トリ雑誌を所蔵する公的機関が存在せず、現
状ではこれらを総合的に整理・分析すること
も不可能という状況である（「占領期雑誌記
事情報データベース」の基礎資料も、メリー
ランド大学マッケルディン図書館[アメリカ
合衆国]の所蔵資料を利用している）。 
 
２．研究の目的 
以上のような現況に鑑み、本研究では、完
成に近づきつつあるカストリ雑誌の書誌的
研究の中にあって、未だ整理・分類のなされ
ていない種別および時期のカストリ雑誌を
主たる対象とし、より文化史的な側面から研
究を実施することで、カストリ雑誌のみなら
ず、戦後出版文化史の全体像を明確にするこ
とを目指した。 
最大の問題点である分析対象とすべき資
料の確保については、これまで国内において
精力的にカストリ雑誌を収集してきた個人
コレクターに協力を求めることにする。幸運
にも、文芸評論家として活動している唐沢俊
一氏より、同氏が収集した 3,000点を超える
カストリ雑誌のコレクションの活用を申し
出てくれた。事前調査の結果、データベース
から洩れた種別や年代（1953 年以降）のカ
ストリ雑誌が多数含まれていることが判明
した。また、個人コレクター同士のネットワ
ークにも着目し、欠落する巻数・種別のカス
トリ雑誌については、適宜所蔵者に連絡をと
り、データの補完を実施し、1950 年代当時
に書店等に配付された出版書籍目録なども
参考にしながら、実際に出版されたカストリ
雑誌全点の確認・整理作業も並行して実施し
た。 
 上記の研究の全体目標を考慮しながら、以
下のようないくつかの目的を設定した。 
【１】資料の整理および保存 
まず 3000 点の資料群の概要調査を実施し、
その上で、適切かつ詳細な整理・分類と、資
料一点ごとの保存処置を検討した。カストリ
雑誌をとりまく緊急の課題のひとつとして、
経年劣化による資料自体の消滅の阻止があ
げられる。戦後の出版物の多くが、素材とな
っている酸性紙を要因とするスローファイ
ヤーの被害にあっているが、とりわけ使用済
みの古紙を硝塩酸で溶解し、再生産した「仙
花紙」を用いたカストリ雑誌にあっては、触
れることも困難であるコンディションのも
のが散見される。そこで、多様な資料に対応



 

 

した詳細な調書を作成し、これを用いて資料
が持つ固有の情報の整理・収集・分類を行っ
た上で、将来的に画像劣化の防止措置、専用
封筒（中性紙）や専用容器への収納など適切
な保護処置をとる準備を行った。 
【２】欠落資料の調査と捕捉 
 唐沢氏の収集したカストリ雑誌の中にも
種別・巻数の欠落があることが判明している。
そこで、全国の公的機関および個人コレクタ
ーに調査への協力を申し出て、欠落部分を補
うことによって、可能な限り基礎データの固
定化を目指し、調査を行った。 
【３】資料のデジタル化にむけた準備 
 資料の全体調査が完了した時点で、デジタ
ル化の作業に入る。ここではデジタル化の対
象を本研究の目的にあわせて大きく２つに
わける。まず、占領期雑誌記事情報データベ
ースに登録されていないカストリ雑誌につ
いては、その重要性に鑑み全頁の詳細なデジ
タル撮影を行う。これに対して、すでに同デ
ータベースに掲載されている資料に関して
は、表紙・裏表紙および目次・奥付ページに
限定して記録撮影を実施する。なお、1940～
50年代当時の資料の撮影に関しては、複写機
やスキャナーなど、直接光線をあてるタイプ
の機材は、資料自体の紙繊維を寸断すること
が判明しているため、高精細なデジタルカメ
ラを用いた非接触形態によるデジタル化を
すすめる準備を行った。 
【４】資料の分析・考察 
 上記【１】～【３】の作業を経て得られた
データを活用し、また従来の研究成果を踏ま
えた上で、これまで未開拓であった本研究で
の対象期間（1953 年以降）のカストリ雑誌
の意義を考察した。 
 本研究を成就させることで、カストリ雑誌
という終戦直後の文化資料の全体像をはじ
めて明らかにすることができるのみならず、
日本の戦後コンテンツ文化史上における「欠
落」を補完し、そこに一つの解答を与えるこ
とができると考えた。 
 
３．研究の方法 
研究の具体的な方法は次のとおりであっ
た。 
本研究の初年度にあたる平成 19 年度は、
唐沢俊一氏が所蔵する 3,000点におよぶカス
トリ雑誌（個人コレクション）の全貌をあき
らかにするため、その整理・分類を主たる作
業とした。 
分類に際しては、「占領期雑誌記事情報デ
ータベース」であげられている項目分類を参
考にしながらも、世界的規模でのデータベー
スへの発展を視野に入れ、現在汎用性という
点において国内外で高い評価を得ている書
誌学的分類方法であるダブリン・コア
（Dublin Core）を応用することとした。こ

れは本研究の成果を、将来的にWEBベース
で公開してゆくための方策でもある。 
整理作業については、上記の分類方法に則
した資料整理用の調書を作成し、これに資料
一点ごとの ID 情報を記入した。なお作業に
は、ノートＰＣを使用し、研究代表者以外に
も歴史資料の扱いに長けた大学院生などを
臨時の従事者として雇用し、作業の効率化を
はかった。 
また、上記の作業と並行して、唐沢氏の所
蔵資料中で欠落している巻号数などについ
ては、所在調査を実施した。まずは公的機関
の近現代資料についてＨＰ上で公開されて
いるデータベースを中心に調査した。次いで
個人のコレクターに連絡をとり、個別に調査
を実施し、協力を求めた。 
このように初年度においては、まずは個々
の資料の適切な保存と資料全体の実態調査、
およびその整理・記録に作業を集中させ、基
礎的なデータの蓄積をおこなった。 
２年目には、前年度の調査データを踏まえ、
まずは原資料のデジタル撮影を実施した。こ
こでは、本研究の目的に即して資料の性格を
おおきく２つに分けた。①「占領期雑誌記事
情報データベース」に記載のない資料に関し
ては、その重要性に鑑みて、全頁のデジタル
撮影を実行する。②すでに既存のデータベー
スに記載のある資料については、全頁のデジ
タル撮影は行わず、その状況を記録する意味
で、内容情報を多く含んだ表紙・裏表紙さら
には目次・奥付ページの撮影を実施する。な
お、使用するデジタルカメラについては、高
精細でありながら、使いよいものを選択し、
①および②の両目的に併用できるようにし
た。 
ついで、ここまで得られたすべてのデータ
を駆使して、資料自体の詳細な分類、時期区
分、記事内容の編年・分野別の一覧表作成な
どを行い、さらには意味内容の分析にも踏み
込み、既存のデータ・ベース中で欠落してい
た部分を補完・強化することで、カストリ雑
誌の全体像を具体的に提示できるよう試み
た。 
 
４．研究成果 
該当資料や先行研究の調査を行っていた
研究の初期に、カストリ雑誌の文化史的な位
置づけが明確になされていないことが判明
したため、より広範に当該時期の出版物など
を調査せざるをえない状況となり、結果とし
て、基礎的な調査活動は実施できたものの、
データベースやデジタル化作業などは一定
の範囲にとどめざるを得なかった。 
一方で、カストリ雑誌成立の中核に存在す
る編集者・発行人について、同時期の他の出
版文化においても独自の活動を続けている
ことが判明した。例えばカストリ雑誌の編集



 

 

者が漫画家も兼業しているなど、いくつかの
具体的な事例を確認することができた。また、
１９５０年代末のカストリ雑誌の記事など
には、カストリ雑誌出版初期の状況を編集者
らが匿名で振り返る内容の記事が発見され
た。このように、当該時期における出版業界
の実情や流動性を明確にすることができ、ひ
いては戦後の混乱状況の渦中にあった１９
５０年代における出版産業の文化史的な一
側面を解明することができたことは、本研究
のテーマに沿った大きな成果であった。 
 なお、本研究の成果については、『コンテ
ンツ文化史研究』などの学術雑誌に調査報告
として随時掲載予定である。 
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